
和
紙
の
ま
ち
で
川
柳
大
会

　

平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
11
月
４
日
大

竹
会
館
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
文
芸
祭
（
川

柳
大
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
お
よ
び

海
外
か
ら
川
柳
作
品
を
募
集
・
審
査
し
、

入
賞
作
品
な
ど
を
発
表
・
表
彰
す
る
と
と

も
に
、
当
日
投
句
や
選
評
な
ど
を
行
い
、

川
柳
愛
好
者
が
交
流
し
、
文
芸
の
真
価
を

広
島
か
ら
発
信
し
た
大
会
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
秋
晴
れ
の
な
か
、
当
日
投
句
の

締
め
切
り
間
際
ま
で
受
付
は
参
加
者
で
あ

ふ
れ
、
会
場
は
超
満
員
の
状
態
で
の
開
会

と
な
っ
た
。
前
年
か
ら
新
設
さ
れ
た
「
小・

中
学
生
の
部
」
で
は
、
前
年
を
大
き
く
上

回
る
約
２
万
句
も
の
応
募
が
あ
り
、
未
来

へ
大
き
な
期
待
が
膨
ら
ん
だ
。
ま
た
、
昼

食
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
、
会
場
前
広
場

で
地
元
特
産
品
の
物
産
展
を
開
催
し
、
多

く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
特
に
、
和

紙
で
栄
え
た
町
で
あ
っ
た
大
竹
市
と
し
て
、

和
紙
の
紹
介
に
力
を
入
れ
、「
和
紙
こ
い

の
ぼ
り
」
の
製
作
実
演
の
前
で
は
、
多
く

の
参
加
者
が
そ
の
伝
統
技
術
に
見
入
っ
て

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

愛
好
家
に
よ
る
、
す
ば
ら
し
い
ダ
ン
ス
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
の
群
舞

や
激
し
い
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
、

個
性
を
生
か
し
た
ス
テ
ー
ジ
は
、
満
場
の

観
客
を
魅
了
し
た
。

　

ま
た
、
平
和
の
祈
り
を
込
め
「
ヒ
ロ
シ

マ
レ
ク
イ
エ
ム
」
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
を
、
国
内
外
で
活
躍
す
る
プ
ロ
ダ
ン

サ
ー
に
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た

広
島
県
内
ダ
ン
サ
ー
13
人
を
加
え
た
32
人

が
、
原
爆
投
下
の
廃
墟
か
ら
立
ち
上
が
る

人
々
を
ダ
ン
ス
で
表
現
し
た
。
さ
ら
に「
灯

ろ
う
流
し
」
の
シ
ー
ン
で
は
、
地
元
大
竹

市
内
を
中
心
に
し
た
50
人
の
中
学
生
が
灯

ろ
う
を
持
ち
、
暗
闇
の
中
、
川
面
を
流
れ

る
灯
ろ
う
を
幻
想
的
に
再
現
し
、
感
動
の

ス
テ
ー
ジ
が
満
場
の
観
客
の
心
に
い
つ
ま

で
も
残
っ
た
。

　

後
日
談
で
あ
る
が
、
文
芸
祭
（
川
柳
大

会
）
に
お
い
て
、
当
市
ゆ
か
り
の
「
和
紙
」

と
い
う
題
で
、
和
紙
の
持
つ
神
秘
的
な
す

ご
さ
を
み
ご
と
に
表
現
し
て
い
る
句
と
選

者
か
ら
絶
賛
さ
れ
、
文
部
大
臣
奨
励
賞
を

受
賞
し
た
「
実
印
を
押
し
て
も
和
紙
は
妥

協
せ
ず
」
と
い
う
句
を
刻
ん
だ
記
念
碑
が

会
場
に
な
っ
た
大
竹
会
館
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー

ル
駐
車
場
の
一
角
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
念
碑
は
個
人
の
顕
彰
碑
的
な
も
の

と
し
て
で
は
な
く
、
大
会
の
開
催
記
念
碑

と
し
て
建
立
し
た
の
で
、
あ
え
て
作
者
の

名
前
は
入
っ
て
い
な
い
。

い
た
。
午
後
か
ら
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
大
竹
少
年
少
女
紙
太
鼓
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
チ
ー
ム
に
よ
る
和
紙
で
作
っ
た
太
鼓
の

熱
演
が
あ
り
、「
和
紙
の
ま
ち
大
竹
」
を

大
き
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
大
会
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

観
客
を
魅
了
し
た
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

　

一
方
、
11
月
５
日
に
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
た
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
往
復
は
が
き
に
よ
る
鑑
賞
券
の

応
募
が
予
想
を
は
る
か
に
上
回
り
、
開
場

2
時
間
半
前
か
ら
観
客
お
よ
そ
１
０
０
０

人
が
列
を
な
し
て
開
場
を
待
つ
よ
う
な
状

況
で
あ
っ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
よ
り
選
出
さ
れ
た
広
島
県
内
ダ
ン
サ
ー

と
当
時
東
京
で
活
躍
中
の
広
島
県
出
身
ダ

ン
サ
ー
た
ち
に
よ
る
創
作
作
品
「
広
場
へ

の
パ
レ
ー
ド
」
で
幕
を
開
け
た
。
続
い
て

（
上
）開
催
告
知
の
広
報
お
お
た
け
平
成

12
年
10
月
号（
下
）前
年
の
プ
レ
大
会
の

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

（上）紙太鼓アンサンブルチー
ムの熱演（下）全国から寄せら
れた川柳投句の山。

大竹少年少女紙太鼓
アンサンブルチーム

　昭和59（1984）年に大竹市
青少年育成市民会議が立ち
上げた、大竹市特産の手すき
和紙を張った5種類の「紙太
鼓」の演奏をする小・中学生
のチームが始まりである。平
成元（1989）年からは、穂仁
原小学校で取り組まれ、さま
ざまなイベントなどで演奏
を続けるなど、市内でも人気
のチームだった。

第12回 西暦2000年にあった

 「文化の国体」国民文化祭
ビッグイベントが続いた20世紀の最後を飾る
イベントで、まちに文化の華が大きく開いた国
民文化祭が開催されました。

（最終回）
２
希
望
「
短
歌
」
で
回
答
し
て
お
り
、
市

は
「
川
柳
」
ま
た
は
「
短
歌
」
で
あ
れ
ば
、

市
内
に
活
動
し
て
い
る
文
化
団
体
も
あ

り
、
開
催
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、県
文
化
振
興
室
長
か
ら
「
で

き
れ
ば
大
竹
市
に
は
『
川
柳
』
と
『
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
』
2
種
目
の
開
催
を
引
き
受
け

て
も
ら
え
な
い
か
」
と
打
診
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
市
と
し
て
は
、「
川
柳
」
は
希
望

し
た
種
目
で
あ
り
、
引
き
受
け
可
能
で
あ

る
が
、「
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
」
は
、
会
場
に

で
き
る
よ
う
な
ホ
ー
ル
も
な
く
、
運
営
も

不
安
が
あ
る
こ
と
か
ら
引
き
受
け
に
く
い

種
目
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
会
の
諸
事

情
を
考
え
る
と
「
決
定
さ
れ
れ
ば
、
引
き

受
け
る
」
と
約
束
す
る
こ
と
も
や
む
を
得

な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
市
内
に
も
小
・
中
・
高
校
生

を
中
心
に
し
た
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
の
同
好
会

な
ど
が
あ
る
こ
と
が
判
明
、
ま
た
、
会
場

に
つ
い
て
は
県
の
補
助
金
な
ど
を
財
源
に

国
民
文
化
祭
の
始
ま
り

　

国
民
文
化
祭
と
は
、
音
楽
、
演
劇
、
伝

統
芸
能
、
舞
踊
、
文
芸
、
美
術
、
生
活
文

化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
の
成
果
を

全
国
的
な
規
模
で
発
表
し
交
流
す
る
総
合

的
な
文
化
の
祭
典
で
あ
る
。「
文
化
の
国

体
」と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
52（
１
９

７
７
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
に
対
抗
し
、
一
般
の
団
体
で

も
全
国
規
模
で
参
加
す
る
文
化
祭
を
し
よ

う
と
、
当
時
の
文
化
庁
長
官
で
作
家
の
三

浦
朱し

ゅ

門も
ん

氏
（
故
人
）
が
提
唱
し
、
文
化
庁

と
東
京
都
の
共
催
で
昭
和
61
（
１
９
８
６
）

年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
第
１
回
大
会
が
行

わ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
り
、
以
後
毎
年

各
県
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
の
広
島
県
で
の

国
民
文
化
祭
は
第
15
回
と
い
う
節
目
の
大

会
に
あ
た
り
、
中
国
地
方
で
初
め
て
の
開

催
で
あ
っ
た
。

「
川
柳
」と「
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
」に
決
定

　

本
市
で
は
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年

秋
に
開
催
予
定
の
「
第
15
回
国
民
文
化
祭

ひ
ろ
し
ま
２
０
０
０
の
基
本
構
想
」
に
つ

い
て
、
平
成
９
（
１
９
９
７
）
年
１
月
に

県
か
ら
照
会
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
市
教

育
委
員
会
は
、文
芸
（
短
歌
、俳
句
、川
柳
、

現
代
詩
な
ど
）
で
あ
れ
ば
対
応
可
能
と
回

答
し
て
い
る
。

　

続
く
、
実
施
事
業
に
つ
い
て
の
開
催
希

望
の
照
会
で
も
、
第
１
希
望
「
川
柳
」、
第

総
合
体
育
館
を
臨
時
の
ホ
ー
ル
に
仮
設
す

る
こ
と
に
し
た
。
こ
う
し
て
文
芸
祭
「
川

柳
」と
洋
舞「
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
開
催
が
大
竹
市
に
決
定
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

元
祖
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
ブ
ン
カ
ッ
キ
ー
」

　

平
成
10
（
１
９
９
８
）
年
３
月
に
、
国

民
文
化
祭
が
「
広
が
る
生
命
（
い
の
ち
）　

輝
く
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
県
内
各
地
で
平

成
12
（
２
０
０
０
）
年
11
月
３
日
〜
12
日

の
10
日
間
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し

た
。
さ
ら
に
文
化
の
指
揮
者
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
秋
に
色
づ
く
美
し
い
「
モ
ミ
ジ
」、
瀬

戸
内
海
の
新
鮮
な
「
カ
キ
」、
広
島
の
頭

文
字
「
ひ
」
を
表
し
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
と

な
っ
て
い
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
、
全
国
公
募
を
行
っ
て
選
定
さ
れ
た
。

ま
た
愛
称
「
ブ
ン
カ
ッ
キ
ー
」
は
、
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
モ
チ
ー
フ
と

な
っ
た
「
カ
キ
」
と
「
文
化
」
を
組
み
合

わ
せ
、
明
る
く
活
気
の
あ
る
文
化
祭
と
な

る
よ
う
願
い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
た
。

余
談
で
あ
る
が
、
こ
の
「
ブ
ン
カ
ッ
キ
ー
」

か
ら
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
と
い
う
概
念
が
生

ま
れ
て
い
る
。

本
番
に
向
け
て
プ
レ
大
会
開
催

　

予
行
演
習
も
兼
ね
た
プ
レ
大
会
と
し

て
、
平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
10
月
17
日
、

第
９
回
県
民
文
化
祭
文
芸
祭
（
川
柳
大
会
）

が
大
竹
会
館
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
。
事
前
投
句
に
８
８
５
人
の
方
か
ら
、

６
９
３
９
句
の
応
募
が
あ
り
、
ま
た
当
日

投
句
に
は
２
０
３
人
が
参
加
し
、
８
１
２

句
の
応
募
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
子
ど
も

川
柳
」
で
は
４
８
５
句
の
応
募
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
新
聞
社
へ
の
働
き
か
け
や
ラ
ジ
オ

出
演
、
県
内
の
句
会
へ
参
加
す
る
な
ど
の

広
報
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
た
こ
と
が

功
を
奏
し
、
結
果
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
大
会
当
日
は
、
開
会
ま
で
の

時
間
を
地
元
文
化
協
会
に
よ
る
「
茶
席
」

と
「
邦
楽
演
奏
」
で
歓
迎
し
、
大
好
評
で

あ
っ
た
。

　

一
方
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
プ
レ
大
会
と
し
て
、
同
年
11
月
７
日
、

第
９
回
県
民
文
化
祭
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、

県
内
の
11
チ
ー
ム
が
出
場
、
市
民
ら
お
よ

そ
１
１
０
０
人
の
観
客
は
躍
動
感
あ
ふ
れ

る
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
だ
。

　

ま
た
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
５
月

に
は
、ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
１
日
体
験
講
座
「
親

子
で
た
の
し
む
は
じ
め
て
の
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
」「
男
性
の
た
め
の
は
じ
め
て
の
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

当
時
は
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
と
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
の
区
別
が
つ
か
な
い
方
も
多
く
、
少
し

で
も
多
く
の
市
民
に
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
の
楽

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た

講
座
だ
っ
た
。

ブンカッキーと
立戸保育所の子
どもたち。

問い合わせ
　企画財政課　☎59-2124

市制施行70周年連載企画

振り返る
70年
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